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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本産業機械工業会（JSIM）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS B 8941:2012 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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立体自動倉庫システム－用語 
Automated storage and retrieval system-Glossary of terms 

 

1 適用範囲 

この規格は，スタッカクレーン，入出庫ステーション及びラックで構成する立体自動倉庫システムに関

する用語及び定義について規定する。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 分類 

用語は，次のとおり五つに分類する。 

a) 全般 

b) スタッカクレーン 

c) ラック 

d) 制御 

e) 運用 

4 用語及び定義 

用語及び定義は，次による。 

なお，参考として対応英語を示す。 

注記 定義の文章の中で用語の後の丸括弧の数字は，この規格における用語の番号で，規格の利用者の

利便性を考慮し，必要なところに表示している。 

a) 全般 

1) 全体に関する用語 
番号 用語 定義 対応英語（参考） 
1001 立体自動倉庫 スタッカクレーン（2001），入出庫ステーション（1101）及び

ラック（3001）で構成された倉庫 
automated storage and 

retrieval warehouse 
1002 立体自動倉庫シス

テム 

スタッカクレーン（2001），入出庫ステーション（1101）及び

ラック（3001）で構成され，コンピュータなどの自動制御によ

って，荷（1003）を入庫，保管及び出庫するシステム 

automated storage and 
retrieval system 
(AS/RS) 


